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東京清掃労働組合退職者会機関紙

　

９
月
14
日
、
地
公
三
単
産
・
地

公
退
高
齢
者
集
会
が
日
本
教
育
会

館
で
開
催
さ
れ
、
社
会
保
障
拡
充

一
歩
一
歩
民
主
主
義
を

勝
ち
取
っ
て
き
た
。
日

本
は
沖
縄
の
犠
牲
の

上
に
発
展
し
て
き
た
。」

と
、
絞
り
出
す
よ
う
に

語
っ
た
海
勢
頭
さ
ん
の

言
葉
が
強
く
胸
を
打
ち

ま
し
た
。

　

９
月
15
日
、
日
比

谷
公
会
堂
で
全
国
か
ら

２
千
人
が
結
集
し
て
開

高齢者集会
な
ど
高
齢
者
課
題
と
公
務
員
の
労

働
基
本
権
回
復
、
脱
原
発
社
会
・

恒
久
的
平
和
社
会
実
現
等
の
取
組

み
を
強
化
す
る
集
会
基
調
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

沖
縄
の
心
を
音
楽
で
表
現
す
る

海
勢
頭
豊
さ
ん
が
、

「
沖
縄
の
歴
史
と
文

化
か
ら
平
和
を
考
え

る
」
と
題
し
た
記
念

公
演
。
語
り
を
交
え

な
が
ら
父
娘
ト
リ
オ

で
沖
縄
を
熱
く
歌
い

ま
し
た
。「
沖
縄
の

戦
後
は
犠
牲
者
の
骨

を
拾
う
こ
と
か
ら
始

ま
り
、
体
を
張
っ
て

か
れ
ま
し
た
。
主
催
者
の
日
本
高

齢
・
退
職
者
連
合
（
高
退
連
）
阿

部
会
長
は
「
平
和
を
脅
か
し
、
国

民
の
生
活
を
圧
迫
す
る
安
倍
政
権

と
全
面
対
決
」
し
て
い
く
決
意
を

示
し
ま
し
た
。

　

集
会
の
最
後
に
日
音
協
の
歌
唱

指
導
で
童
謡
の「
ふ
る
さ
と
」や「
花

が
咲
く
」
な
ど
を
み
ん
な
で
歌
い
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
後
、
銀
座
ま
で

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

高
退
連
の
原
発
に
対
す
る
主
張

は
、
連
合
の
影
響
か
ら
か
若
干
後

退
し
た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

安
倍
政
権
と
全
面
対
決
す
る
姿
勢

を
引
続
き
堅
持
し
た
こ
と
は
、
評

価
で
き
る
も
の
で
し
た
。

地
公
三
単
産
・

地
公
退
高
齢
者
集
会

海勢頭さん父娘トリオ

全国高齢者集会銀座デモ（自治退）

全国高齢者集会

コスモス

全　
　
　

国

高
齢
者
集
会
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東京清掃第83回定期大会

　

来
賓
と
し
て
堀
田
会
長
は
、「
現

役
世
代
の
闘
い
に
期
待
」
と
エ
ー

ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
大
き
な
課
題
は
「
組

内
組
合
活
動
規
制
に
よ
り
有
給
職

免
が
廃
止
さ
れ
、
組
合
活
動
は
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

区
移
管
以
降
、
東
京
清
掃
の
執

行
部
は
23
区
と
清
掃
一
組
選
出
の

区
担
当
中
執
と
常
任
中
執
（
四
役
・

専
門
部
長
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

地
連
は
ミ
ニ
本
部
的
役
割
を
負
う

組
織
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
時

間
内
組
合
活
動
規
制
等
の
影
響
に

よ
り
、
本
部
は
司
令
塔
と
し
て
の

機
能
を
十
分
発
揮
で
き
て
い
る
と

は
い
い
難
く
、
先
行
き
に
対
す
る

危
機
感
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
状

況
を
打
破
す
べ
く
、
有
機
的
な
運

動
を
展
開
で
き
る
組
織
形
態
を
め

ざ
し
て
「
組
織
財
政
方
針
」
が
検

討
さ
れ
、
３
面
に
掲
載
し
た
新
た

な
組
織
形
態
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
13
名
の
代
議
員
が
発

言
。
３
名
の
代
議
員
か
ら
「
新
体

制
移
行
は
い
い
が
、
増
員
す
る
専

従
の
役
割
が
明
確
に
な
ら
な
い
と

判
断
で
き
な
い
。
財
政
負
担
増
に

伴
う
効
果
が
問
わ
れ
る
。」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
挙
手
採
決
さ
れ
、
反
対

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
、
さ
ら
に
詳
細
に
つ
い
て

検
討
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
東

京
清
掃
の
運
動
と
組
織
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
で
、
退
職
者
会
へ

の
交
付
金
が
現
行
の
年
60
万
円
か

ら
96
万
円
に
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

再
建
時
よ
り
会
員
を
倍
増
し
た
こ

と
、
全
日
制
市
民
と
し
て
の
活
動

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
７
日
に
開
催
す
る
幹
事
会

で
、
増
額
分
を
有
効
活
用
す
る
た

め
の
財
政
方
針
を
提
案
し
ま
す
。

　

９
月
28
日
、
東
京

清
掃
第
83
回
定
期
大

会
が
文
京
区
民
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
堀

田
会
長
と
戸
枝
会
計

が
参
加
し
ま
し
た
。

織
財
政
方
針
」
で
し
た
。

　

清
掃
事
業
の
区
移
管

か
ら
14
年
、
都
職
員

か
ら
区
職
員
へ
の
身
分

切
替
か
ら
８
年
余
が
過

ぎ
、
組
合
員
は
４
千
人

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
偽
装
請
負
の
疑
い

が
強
い
車
付
雇
上
（
作

業
員
付
雇
上
車
の
現
場

投
入
）
が
横
行
し
、
清

掃
工
場
は
現
場
労
働
の

約
６
割
が
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。
06
年
の
時
間

▼
東
京
清
掃
の
組
織
力
回
復
と
中
長
期
的
展
望
を

　

切
り
拓
く
た
め
「
組
織
財
政
方
針
」
を
確
定

▼
退
職
者
会
へ
の
交
付
金
は
年
96
万
円
に
増
額

堀田会長
激励挨拶

組
織
財
政
方
針
を
決
定

退
職
者
会
交
付
金
増
額 議案を挙手で採決する代議員
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穐
山
幸
英
さ
ん
逝
去
（
85
歳
）

　
　
　
　
　
　

退
職
者
会
員
の
穐

山
幸
英
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
と
ご

家
族
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

７
月
４
日
に
永
眠
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。
ま
だ
お
元
気
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
享
年
85
歳
で
し
た
。

　

謹
厳
実
直
を
絵
に
描
い
た
よ
う

な
人
柄
に
よ
り
、
職
場
の
信
頼
を

一
身
に
受
け
て
い
た
穐
山
幸
英
さ

訃
報

ん
は
、
練
馬
工
場
支
部
委
員
長
、

工
場
協
議
長
、
旧
北
一
地
連
議
長

等
の
役
員
を
歴
任
。
特
に
清
掃
工

場
労
働
者
に
と
っ
て
、
工
場
の
闘

い
を
切
り
拓
い
た
恩
人
と
も
い
う

べ
き
存
在
で
し
た
。

　

ま
た
も
東
京
清
掃
の
礎
を
築
い

た
功
労
者
の
一
人
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
故
人
の

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

東京清掃賃金確定闘争日程
●第一波総決起集会

10 月 24 日（金）18 時　連合会館
●第二波総決起集会・要請行動

第一地連＝ 11 月５日（水）港区
第三地連＝ 11 月５日（水）目黒区
第二地連＝ 11 月７日（金）文京区
第五地連＝ 11 月 11 日（火）墨田区
第四地連＝ 11 月 12 日（水）杉並区

●第三波総決起集会
11 月 18 日（火）18 時　連合会館

組織財政方針の主な内容
(1) 機関の新たな形態

①常任中央執行委員会
＊東京清掃の指令塔として政策課題の研究や

方針提起を有機的に進めるため、現行の専
門部の業務内容を整理して局体制とする。

【企画・総務局】　書記次長、担当部長２
【組織共闘局】　　副執行委員長、担当部長２
【労働条件調査局】副執行委員長、担当部長２

＊常任は現行と同じ 11 人を想定しており、
週１回開催を基本とする。

②中央執行委員会
＊各区交渉の進捗状況や到達点を全体で共有

することを主目的とし、取り扱う議事は作
業計画や賃金確定妥結の判断等に限定する。

＊各区・一組選出中央執行委員及び常任で構
成し、隔週で開催する。

＊各区・―組選出中央執行委員は、各区・一
組交渉に責任を持つ立場に純化する。

③地連
＊地連内支部の連携をはかる元々の機能に加

え、本部機能の補完組織として位置づける。
＊連携強化のため、常任中執と地連議長・事

務局長による合同会議を月１回開催する。
(2) 専従役員の増員

＊本部の指令塔としての機能を強化するため、
専従役員の増員を検討する。

＊検討にあたり、①財政的負担の試算、②専従
役員の任務の整理、③諮問委員会を設置し専
従役員の給与規程等を検討・答申する。

(3) 新体制確立に伴う財政
＊新たな体制の構築には、①専従増員に伴う人

件費増、②政策・制度研究や調査等の拡充に
伴う負担増が想定される。

＊組合費の値上げを行わずに負担増に対処する
ため、「労働運動犠牲者救済資金（犠救）」や
清掃会館の収入を活用する。

＊先輩方が積立てた「犠救」（清掃会館購入費の
貸出分を含め約 20 億円）を有効活用するこ
ととし、中長期的な犠救のあり方や今後の取
扱いの議論を進める。

(4) 今後のスケジュール
＊ 12 月を目途に臨時犬会（第 84 回）を開催し、

規約・規程等を改正する。
＊役員改選期の来年の定期大会（第 85 回）以降、
「組織財政方針」に基づくあらたな組織運営体
制へ移行する。

厳
し
い
闘
い
が

想
定
さ
れ
る

14
賃
金
確
定
闘
争

　

今
年
の
賃
金
確
定
闘
争
の
課

題
は
、
①
給
与
と
一
時
金
の
引

上
げ
獲
得
、
②
特
別
区
人
事
委

員
会
が
国
に
追
随
し
て
勧
告
す

る
と
み
ら
れ
る
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
（
地
域
間
・
世

代
間
給
与
配
分
見
直
し
）」
の
阻

止
、
③
07
賃
金
確
定
で
９
％
の

給
与
削
減
を
さ
れ
た
際
の
切
替

調
整
制
度
に
基
づ
く
格
差
や
追

越
し
現
象
な
ど
の
矛
盾
解
消
、

④
現
業
賃
金
制
度
改
善
で
す
。

　

何
で
も
国
並
み
に
し
よ
う
と

い
う
攻
撃
と
の
闘
い
で
す
か
ら
、

状
況
は
厳
し
い

と
思
い
ま
す
が
、

退
職
者
会
は
今

年
も
精
一
杯
応

援
し
ま
す
。
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臨
時
国
会
が
は
じ
ま
る
９

月
29
日
の
昼
、
安
倍
政
権
の

暴
走
を
止
め
よ
う
と
２
千
人

の
市
民
・
労
働
者
が
集
ま
り
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
チ
ェ
ー
ン
で
国

会
を
包
囲
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
行
動
は
、
秘
密

　

９
月
４
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
戦

争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行

動
」
が
行
わ
れ
、
５
５
０
０
人
が
集
ま
り
、
会

場
へ
入
り
き
れ
な
い
人
が
外
に
あ
ふ
れ
ま
し

た
。
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
・
戦
争
政
策

を
進
め
る
安
倍
政
権
へ
の
「
危
機
感
」
の
現

れ
だ
と
思
い
ま
す
。
落
合
恵
子
さ
ん
な
ど
弁

士
の
発
言
も
気
迫
が
こ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

　

辺
野
古
で
の
米
軍
基
地
新

設
に
む
け
た
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
が
、
沖
縄
県
民
の
80
％
が

反
対
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
連
日
強
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
９
月
20
日
、
沖
縄
・
辺

野
古
現
地
の
「
止
め
よ
う
新

　

９
月
23
日
、「
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
大

集
会
」
は
、
デ
ン
グ
熱
騒
動
の
た
め
当
初
予

定
の
代
々
木
公
園
か
ら
亀
戸
中
央
公
園
へ
会

場
変
更
し
、
主
催
者
も
「
さ
よ
う
な
ら
原
発

一
千
万
署
名
市
民
の
会
」の
単
独
開
催
に
な
っ

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
参
加
者
は
会
場
を
埋
め

尽
く
し
、 

１
６
０
０
０
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

60
年
前
に
米
軍
の
水
爆
実
験
で
被
曝
し
た

　

小
室
等
さ
ん
の
歌
や
、
沖

縄
・
ガ
ザ
の
生
々
し
い
報
告

な
ど
に
よ
り
「
安
倍
政
権
は

許
せ
な
い
」
と
い
う
共
通
認

識
が
一
層
高
ま
り
、
集
会
後

の
銀
座
デ
モ
で
「
戦
争
反
対
」

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

基
地
建
設
！
県
民
大
行
動
」
に
呼
応
し
東
京

か
ら
声
を
上
げ
よ
う
と
宮
下
公
園 

で
抗
議

集
会
が
行
わ
れ
、６
５
０
人
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

辺
野
古
現
地
か
ら
の
電
話
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

「
７
千
人
結
集
」
の
報
に
大
き
な
拍
手
が
上

が
り
ま
し
た
。
集
会
後
、「
辺
野
古
に
基
地

を
つ
く
ら
せ
な
い
！
」の
横
断
幕
を
先
頭
に
、

渋
谷
駅
周
辺
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

「
第
五
福
竜
丸
」
の
元
乗
組

員
・
大
石
又
七
さ
ん
は
「
内

部
被
曝
の
恐
ろ
し
さ
」
を
訴

え
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
錦
糸
町
へ
向
け

て
長
〜
い
デ
モ
。
退
職
者
会

は
13
名
参
加
し
ま
し
た
。

保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
、
原
発

再
稼
働
、
労
働
規
制
の
緩
和
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消

費
税
増
税
等
、
安
倍
政
権
下
で
進
め
ら
れ
て

い
る
悪
政
に
反
対
す
る
多
数
の
市
民
団
体
や

労
働
組
合
が
共
同
で
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

月
末
の
平
日
昼
間
と
い
う
悪
条
件
に
も
関

わ
ら
ず
、
国
会
包
囲
を
成
功
さ
せ
、
安
倍
政

権
打
倒
へ
向
け
て
狼
煙
を
上
げ
ま
し
た
。

辺野古に晋基地を
つくらせない！東京集会

安倍政権の暴走を止めろ
国会包囲共同行動

ＳＴＯＰ
安倍政権

さようなら原発全国大集会


